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記
者
国
語 

魚
の
釣
り
方
ガ
イ
ド
①
ク
ラ
ス 

 
 

番
号 

 
 

名
前 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
読
み
方
（聞
き
方
）
篇 

＝ 

手
段 

イ
ン
プ
ッ
ト 

答
え
ア
リ 

筋
ト
レ
＝
大
事
だ
け
ど
、
お
も
ろ
な
い 

２
０
世
紀
型
入
試
＝
論
理
的
思
考
力
の
み
＝
「
＝
（
言
い
換
え
る
力
）
・

（
ツ
ッ
こ
む
力
）
・⇔

（
比
べ
る
力
）
」 

目
的
を
意
識
＝
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
「書
き
方
・
話
し
方
（
小
論
文
・プ
レ
ゼ
ン
）
」 

 
 
 
 
 
 

２
１
世
紀
・
海
外
型
入
試
＝
創
造
的
思
考
力
ま
で
＝
お
も
ろ
い 

こ
れ
を
や
ら
な
い
と
、
国
語
嫌
い
に
。 

★
目
標
「書
く
よ
う
に
、
読
め
！
」 

〇
ス
タ
ン
ス
「
異
質
を
楽
し
む
・
謙
虚
に
」  

 

※
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
詰
め
つ
つ
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
す
る
。 

〇
ス
キ
ル 

「
イ
イ
タ
イ
コ
ト
、
見
え
る
化
」  

ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
、
日
常
会
話
で
訓
練
を
。 

 

※
目
の
前
に
筆
者
の
顔
思
い
浮
か
べ
、
会
話
を
「
イ
メ
ー
ジ
」
※
マ
ー
キ
ン
グ
で
き
れ
ば
、
読
め
な
く
て
も
解
け
る
！ 

①
「横
の
読
み
」（つ
・も
・か
・て
）の
、
大
き
な
流
れ
を
予
測
し
つ
つ
、
読
み
始
め
る 

・
「
Ａ
は
Ｃ
だ
と
思
う
」

→
「
な
ぜ
な
ら
Ｂ
」
「つ
ま
り
Ｃ
」
「
例
え
ば
」

→

「×

で
は
な
く
て
◯
だ
か
ら
」 

②
「縦
の
読
み
」。
SGT
マ
ー
キ
ン
グ 

〇
（
SGT
）「ボ
ケ
」見
つ
け
た
ら
、
「ツ
ッ
コ
ミ
」（＝→

⇔

）で
、
詰
め
る 

 

・
「
ボ
ケ
」
３
つ
の
サ
イ
ン
SGT
（
主
張
・
具
体
例
前
後
・
対
比
明
け
）
に
マ
ー
キ
ン
グ
＝
線
引
く 

・
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
聞
き
方
３
つ
（
「
ど
う
い
う
こ
と
か
＝
」
「
な
ぜ
か→

」
「
ど
う
ち
が
う
の
か

⇔

」
）  

２
、
主
張
・
短 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
Ｃ
だ
と
思
う
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
張 

で
あ
る
系
（+

心
情
） 

Ｃ
な
の
で
あ
る
・
思
う(

考
え
る
・
感
じ
る
・
気
が
す 

主
張 

重
要
だ
系
（+

重
視
） 

 

Ａ
は
重
要(

大
切
・
注
意
・
問
題)

だ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
、
主
張
・
長
（
理
由
・
言
い
換
え
・
具
体
例
） 

「
な
ぜ
な
ら
」
「
つ
ま
り
」
「
例
え
ば
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具
体
例
前
後 

前
後
に
マ
ー
ク
・
具
体
例
に×

印 

抽
象
（
具
体
例
・
比
喩
引
用
）
抽
象 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

３
、
対
立
意
見→

４
、
反
論 

 

「
☓
で
は
な
く
て
◯
で
あ
る
」 

対
比
明
け 

  
 

Ａ
で
は
な
く
て
、
Ｂ
で
あ
る
。 

Ａ
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
も 

 
 

 
 
 

〇
小
説
の
マ
ー
キ
ン
グ
は
心
情
一
択
。
S
マ
ー
キ
ン
グ
。
主
人
公
の
心
情
に
は
〇
。
主
人
公
以
外
は
▽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
+

α
で
、
心
情
の
原
因
と
な
る
「
出
来
事
」
に
は
、
傍
線
・
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
お
く
。 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

解
き
方
篇≒

読
み
方
（
聞
き
方
）  

２
０
世
紀
型
の
受
験
国
語
（
答
え
ア
リ
）
の
目
標
＝
論
理
的
思
考
力
の
み 

★
目
標
「読
め
な
く
て
も
、
解
け
る
」 

※
内
容
が
分
か
ら
な
く
て
、
イ
イ
タ
イ
コ
ト
は
掴
め
る 

①
ナ
・ナ
・イ 

一
択 

 
 
 
 
 

「
Ａ
は
、
B´
で
は
な
く
、
Ｂ
だ
か
ら
、
Ｃ
だ
と
思
う
（
感
じ
る
）
」
目
指
す 

１
、
「何
が
・ど
う
」（
赤
・
青
）
A
は
C
だ
と
思
う
（感
じ
る
） 

傍
線
拡
大
ス
ラ
ッ
シ
ュ 

２
、
「な
ぜ
」（
緑
）  

   
 

B
探
す
（①
理
由
（

→

） 

②
対
立
意
見
（

⇔

）） 

３
、
「言
い
換
え
」（
青
）  

 
 
 

C
の
言
い
換
え
に
、
特
に
注
意
。 

〇
全
体
の
解
き
方
ス
キ
ル 

 

・
目
指
す
完
全
解
答
の
文
型
「
Ａ
は
、
B´
で
は
な
く
、
Ｂ
だ
か
ら
、
Ｃ
だ
と
思
う
（
感
じ
る
）
」 

 

・
解
答
の
差
が
つ
く
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
な
ぜ
＝
B´
で
は
な
く
、
Ｂ
だ
か
ら
」
を
探
し
、
盛
り
込
む
こ
と
。 

・
１
ポ
イ
ン
ト
＝
２
０
字
。
超
重
要
。
意
識
を
！ 

 
 

 
 
 
 
 

・
制
限
字
数
や
枠
の
大
き
さ
か
ら
逆
算
し
て
、
何
ポ
イ
ン
ト
入
れ
る
べ
き
か
、
判
断
。 

 

・
「
対
立
意
見
」
を
入
れ
る
べ
き
か
は
、
字
数
や
枠
の
大
き
さ
か
ら
判
断
す
る
。 

 

・
点
数
稼
ぐ
為
に
は
、
し
っ
か
り
マ
ー
キ
ン
グ
を
。
読
み
終
え
た
段
階
で
、
答
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。 

 

・
書
く
よ
う
に
、
選
ぶ
。
選
択
肢
問
題
は
。 

〇
評
論
の
解
き
方
ス
キ
ル 

 
 
 
 
 

・
「
言
い
換
え
」
「
な
ぜ
」
ど
こ
探
す
？ 

＝ 

傍
線
部
移
動
の
テ
ク
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
→

A´
を
探
す
。
そ
の
述
語
が
、
言
い
換
え
・
な
ぜ
の
根
拠
だ
。→

遠
く
探
さ
な
い
！
マ
ー
キ
ン
グ
中
心
に
探
せ 

〇
小
説
の
解
き
方
ス
キ
ル
（「
心
情
の
評
論
文
」
。
評
論
と
同
じ
く
、
「
書
く
よ
う
に
、
聞
け
・
読
め
！
」
） 

 
 
 

・
心
情
は
ど
こ
に
あ
る
？

傍
線
部
～
約
６
行
前
（
同
じ
段
落
） 

過
去
回
想
の
場
合
、
回
想
明
け
に
、
心
情
特
定 

・
傍
線
部
内
に
、
心
情
ア
リ

→

 

な
ぜ
（
理
由
）
・
何
が
（
対
象
）
に
根
拠 

 

心
情
ナ
シ

→

心
情
特
定
に
根
拠 

 
 
 
 
 

・
心
情
入
っ
て
い
な
い
選
択
肢×
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記
者
国
語 

魚
の
釣
り
方
ガ
イ
ド
②
ク
ラ
ス 

 
 

番
号 

 
 

名
前 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 ■

「縦
の
読
み
」 

SGT
マ
ー
キ
ン
グ
詳
細 

〇
３
つ
SGT
（主
張
・具
体
例
前
後
・対
比
明
け
）だ
け
、
マ
ー
キ
ン
グ
の
詳
細 

 
 

※
読
み
方
（聞
き
方
）
だ
け
で
は
な
く
、 

書
き
方
（話
し
方
）＝
小
論
文
・プ
レ
ゼ
ン
に
も
、
生
か
せ
る
！ 

 

つ
⓪
掴
み 

(

引
用
・
具
体
例
で
キ
ャ
ッ
チ
） 

・
本
題
と
一
見
無
関
係
な
、
引
用
（謎
を
）or

主
張
具
体
例
の
チ
ら
魅
せ 

も
①
問
題
提
起 

(

独
自
ニ
ュ
ー
ス
発
見)

 ｢

Ａ
に
つ
い
て｣

 

内
容
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
主
述
注
目
「
何
は
、
ど
う
だ
」「
何
が
、
何
を
、
ど
う
す
る
」 

 
 

 
 

 
 
 
 

１
、
疑
問
詞(

な
に
・な
ぜ
・ど
う
）  

 
 

 

注
目 

１
つ
だ
け 

８
割
冒
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。    

Ｂ
だ
。  

 
 

 
 

 
 

  
精
神
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
・・・Ａ
だ 

 
 

 
 

 
 

な
ぜ
か
。  

 
 

 
 

 

Ｂ
で
あ
る
か
ら
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。  

 

・主
題
提
起
（Ａ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
） 

強
弱
の
リ
ズ
ム
・
相
同 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
抜
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
頻
出
語
句 

 
 

 
 

 
 

・出
典
（文
章
タ
イ
ト
ル
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
、
定
義
・命
名 

 

Ａ
と
は
、
Ｂ
で
あ
る
。 

定
義 

 

Ａ
を
Ｂ
と
呼
ぶ
。  

 

命
名 

 
 

か
②
解
決(

得
意
分
野
で
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
）  

１
、
主
張
・短 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢

Ｃ
だ
と
思
う｣

＋
表
現 

注
目 

※
先
に
、
対
立→

反
論
の
来
る
時
も
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

１
、
主
張 

で
あ
る
系 

（+

心
情
）  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
な
の
で
あ
る
・
思
う(

考
え
る
・
感
じ
る
・
気
が
す
る)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

知
ら
せ
た
い
・気
づ
く
・疑
う
・嫌
悪
を
覚
え
る
・思
わ
れ
る
・
奇
妙
な 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

２
、
主
張 

重
要
だ
系 

（+

重
視
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
は
重
要(

大
切
・
注
意
・
問
題)

だ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

特
に
・大
き
な
比
重
・ま
さ
に 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

  
 

Ａ
が
基
礎(

本
質
・
特
徴
・
原
理
・
前
提)

 

だ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
命
・
大
本
・特
色
・根
本
・
核
・
基
盤
・全
く
同
じ 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
こ
そ
・
実
は(

ま
さ
し
く)

Ｂ
だ 

 
 

 
   

 
 

 
 

  
 

最
上
級
表
現
（
最
も
Ａ
だ
・
ま
ず
第
一
に
Ａ
だ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
、
反
語 

 

Ａ
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

Ａ
で
あ
ろ
う
か
。 

  

２
、
主
張
・
長
（
理
由
・
言
い
換
え
・
具
体
例
） 

「
な
ぜ
な
ら
Ｂ
」
「つ
ま
り
Ｃ
」
「
例
え
ば
」 

分
か
り
や
す
く
（
具
体
例
・比
喩
）  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

１
、
具
体
例
前
後 

 

★
前
後
に
マ
ー
ク 

具
体
例
に×

印 
 

 
 

 
 

 

見
落
と
し
や
す
い
が
重
要 

よ
く
出
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

抽
象
論
＝
（具
体
例
・
比
喩
・引
用
）＝
抽
象
論 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
、
要
約 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

つ
ま
り(

要
す
る
に
・
簡
潔
に
言
え
ば
・
結
局
は
・
結
果
的
に
）Ｂ
だ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
Ｂ
だ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
結
果
・
言
い
換
え
れ
ば
・
す
な
わ
ち 

３
、
並
列 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
に
、
Ａ
だ
。
第
二
に
、
Ｂ
だ
。  
 

ま
ず
、 

Ａ
だ
。 

次
に
、 

Ｂ
だ
。 

 

３
、
対
立
意
見
（
－
）→

４
、
反
論
（
＋
）｢×

で
は
な
く
て
、
○
だ
か
ら｣

 

説
得
力
（
対
比
否
定
・
譲
歩
・
逆
説
） 

 
 
 
 
 
 
 

１
、
対
比
明
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
で
は
な
く
て
、
Ｂ
で
あ
る
。 

Ａ
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
よ
り
む
し
ろ
、
Ｂ
の
方
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
や
、
○
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
い
や
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば 

で
は
終
わ
ら
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
は
Ｘ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｂ
は
Ｙ
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
は
違
っ
て
・
反
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
、
譲
歩 

 

確
か
に(

も
ち
ろ
ん
・
む
ろ
ん
・
な
る
ほ
ど)

譲
歩→

し
か
し
（逆
説
）、
本
音
だ
。  

 
 

 

 
              

３
、
逆
接
（段
落
冒
頭
・
本
文
最
初
の
逆
接
で
あ
れ
ば
、
マ
ー
キ
ン
グ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
し
か
し(

だ
が
・
け
れ
ど
も)

Ｂ
だ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
と
し
て
も
・の
に
・
て
も
・と
も 

 
 

 
 

て
③
提
案(

喜
怒
哀
楽
・
人
生
・
人
間
観)

 

キ
ャ
ッ
チ
に
戻
り
、
「
な
る
ほ
ど
ね
」
と
余
韻
を
。 

★
結
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢

○
と
言
い
た
い｣

 
 

最
終
段
落
か
、
そ
の
近
く
多
い 

結
論 

１
、
二
重
否
定 

 

「
反
対
意
見
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
は
な
い 
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記
者
国
語 

魚
の
釣
り
方
ガ
イ
ド
③
ク
ラ
ス 

 
 

番
号 

 
 

名
前 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

■
「読
み
方
（聞
き
方
）」の
手
順
説
明
書 

 

（目
的
を
意
識
） 

※
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト 

①
苦
手
な
人
の
読
み
方
＝
字
だ
け
を
追
っ
て
い
て
、
気
持
ち
が
入
っ
て
い
か
な
い
！ 

ど
う
す
る
？ 

②
超
大
事
！ 

ま
ず
、
読
む
た
め
の
「
目
的
」
を
意
識
。
初
読
の
場
合
、
タ
イ
ト
ル
見
て
、
テ
ー
マ
を
認
識
。 

 
 

つ
ま
り
、
「
プ
レ
ゼ
ン
（
小
論
文
）
」の
ネ
タ
探
し
の
イ
メ
ー
ジ
。
す
る
と
、
主
体
的
に
読
め
る
。 

③
次
に
、
筆
者
が
目
の
前
に
い
る
と
思
い
、
会
話
を
イ
メ
ー
ジ
。 

・
会
話
に
望
む
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、
「
異
質
を
楽
し
む
・
謙
虚
に
」の
ス
タ
ン
ス
で
、 

 
 

 
 

相
手
は
情
報
を
く
れ
る
大
切
な
人
だ
と
い
う
思
い
で
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
＝
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
。 

 

（読
み
方
目
標
「書
く
よ
う
に
、
読
め
！
」）＝
点
数
が
と
れ
る 

④
そ
の
た
め
に
は
、
早
く
深
く
「
相
手
の
イ
イ
タ
イ
コ
ト
」
を
掴
む
必
要
が
あ
る
。 

⑤
ま
ず
は
、
「
横
の
読
み
」
。
相
手
の
「
イ
イ
タ
イ
コ
ト
」
を
掴
む
た
め
、 

・
「
横
の
読
み
」
（つ
も
か
て
）の
流
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
読
み
始
め
る
。 

・
「つ
（
掴
み
）
」
「
も
（
問
題
提
起
）
」
を
掴
も
う
と
す
る
。 

⑥
次
に
、
「
縦
の
読
み
」
。
相
手
の
「
ボ
ケ
」
＝
３
つ
の
サ
イ
ン
「
SGT
」
が
聞
こ
え
た
ら
、 

・
「
ど
う
い
う
こ
と
か
＝
」
「
な
ぜ
か

→

」
「
ど
う
ち
が
う
の
か

⇔

」
）
で
、
ツ
ッ
コ
ミ
入
れ
る
。 

・
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
を
入
れ
な
が
ら
、 

「つ
も
か
て
」
の
意
味
段
落
ご
と
に
、
「
書
く
よ
う
に
、
読
ん
」
で
い
く
。
要
約
で
き
て
い
く
。 

⑦
そ
う
す
る
と
、
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
を
詰
め
な
が
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
出
来
上
が
る
。 

・つ
ま
り
、
相
手
の
「
イ
イ
タ
イ
コ
ト
」
は
掴
め
る
。 

⑧
こ
う
し
て
、
「
相
手
の
イ
イ
タ
イ
コ
ト
」
を
早
く
深
く
掴
め
た
ら
、
価
値
判
断
で
き
る
。 

⑨
ち
な
み
に
、
「
書
く
よ
う
に
、
読
む
」
ス
キ
ル
で
、 

マ
ー
キ
ン
グ
が
出
来
れ
ば
、
答
え
の
根
拠
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

・
だ
か
ら
、
マ
ー
キ
ン
グ
は
、
し
っ
か
り
、
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
一
生
使
え
る
！ 

 

（解
き
方
目
標
「読
め
な
く
て
も
、
解
け
る
」）※
内
容
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
イ
イ
タ
イ
コ
ト
は
掴
め
る 

⑩
解
き
方
は
、
「
ナ
ナ
イ
」
１
択
。
全
て
の
問
題
は
、
「
ナ
ナ
イ
」
で
解
け
る
。 

・つ
ま
り
、
「
Ａ
は
、
B´
で
は
な
く
、
Ｂ
だ
か
ら
、
Ｃ
だ
と
思
う
（
感
じ
る
）
」の
完
全
解
答
を
目
指
す
。 

⑪
「
ど
う
い
う
こ
と
か
」
問
題
の
キ
ー
は
、
「
B´
で
は
な
く
、
Ｂ
だ
か
ら
」の
理
由
を 

⑫
ど
こ
ま
で
書
く
か
は
、
１
ポ
イ
ン
ト
２
０
字
の
字
数
に
よ
り
判
断
す
る
。
最
難
は
自
分
で
言
い
換
え 

 

（将
来
像 

AI
超
え
の
「国
語
力
ベ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ
力
」を
）※
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
。
日
常
会
話
で
鍛
え
ろ
！ 

⑬
国
語
は
、
思
考
力
の
ベ
ー
ス
だ
！ 

言
葉
（
語
彙
・
知
識

×

論
理
）→

思
考
・
世
界
。 

⑭
AI
に
勝
て
る
の
は
、
読
解
力
に
基
づ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。 

⑮
ど
う
鍛
え
る
？ 

「
読
書
」
で
き
る
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
OK   

で
も
、
「
聞
く
」
こ
と
は
、
「
読
む
」
ス
キ
ル
に
応
用
で
き
る
！
な
の
で
、
日
常
会
話
で
も
鍛
え
よ
う
！ 

⑯
具
体
的
に
は
、
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
を
意
識
し
て
い
く
。
結
果
的
に
、
点
数
上
が
る
ぜ
！ 


